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１　沿革

滋賀県教育長であった田中昊
ひろし

先生が退職校長の「消息集」発行を思いつかれ、親しい退職
校長に原稿を集めてもらい、自費で出版し全員に贈呈された。この消息集の発行が、昭和44年
７月21日で、この日を「滋賀県小中学校退職校長さざなみ会」発足の日と定めた。世話係を選
び、昭和45年５月17日に第１回の総会を開催。消息集の継続発行をすることや会の規則を定め、
世話係代表（後の会長）を田中昊先生にお願いした。「世話係」という役の呼称は今も続いて
いる。
２　本会の目的及び事業

⑴　目的�　この会は、会員の教育界における長年月の経験を生かし、本県の生涯学習の振興
に寄与し、あわせてお互いの消息を通じ相互の親睦を深め、ふるさと近江の発展を
図ることを目的とする。

⑵　事業　①総会および本部役員会の開催
　　　　　②代表世話係会ならびに世話係総会の開催
　　　　　③地域別総会・研究集会の開催
　　　　　④地域別世話係会の開催
　　　　　⑤会誌「さざなみ」の発行
　　　　　⑥その他

３　組織並びに役員

⑴　本部役員　会長₁・副会長₃・顧問₂・編集₂
　　　　　　　総務₁・会計₁・事務局₂・監査₂
⑵　世話係　　代表世話係19─地区世話係124

４　主な年間事業と運営

４月　会誌「さざなみ」の原稿集約、本部役員会
５月　会誌「さざなみ」発行
６月　滋賀県退職校長さざなみ会総会
10月　全国連合退職校長会近畿地区協議会
11月　「滋賀教育の日」それぞれの地域で参加　本部役員会
12月　代表世話係会
１月　世話係総会　会報の発行
２月　現職小中学校長会との教育懇談会
３月　事業並びに会計監査　新会員の勧誘

滋賀県退職校長さざなみ会
発足　昭和 44 年 7 月 21 日

滋 賀 県

滋賀県の小学5年生全員が乗船する
学習船「うみのこ」


